
能
〈
墨
染
櫻
〉
完
曲
の
復
興
上
演
に
つ
い
て

村

上

能
〈
墨
染
櫻
〉
梗
概

　
　
　
　
　
　
　
　
　

湛

（
田

村
良
平
）

　
仁
明
天
皇
の
臣
下
・
上
野
峯
雄
は
、
崩
御
を
悼
み
出
家
す
る
。

　
深
草
の
御
陵
に
詣
で
た
峯
雄
が
先
帝
遺
愛
の
櫻
の
花
を
眺
め
、
「
深
草
の
野
辺
の

櫻
し
心
あ
ら
ば
こ
の
春
ば
か
り
墨
染
に
咲
け
」
と
詠
む
と
、
い
ず
こ
と
も
な
く
女
人

が

出
現
。
そ
の
遁
世
の
懇
願
も
だ
し
が
た
く
、
導
師
と
な
っ
た
峯
雄
が
剃
髪
の
盟
を

見
込
む

と
、
不
思
議
や
、
水
面
に
映
る
の
は
櫻
の
花
影
ば
か
り
で
あ
る
。

　
尼
姿
と
な
っ
た
女
人
は
、
「
先
刻
の
詠
歌
の
『
こ
の
春
ば
か
り
』
を
『
こ
の
春
よ

り
は
』
と
改
め
て
ほ
し
い
」
と
言
い
残
し
、
姿
を
消
す
。

　
花
見
に
訪
れ
た
深
草
の
里
人
は
、
一
夜
に
し
て
色
変
わ
っ
た
櫻
の
さ
ま
に
驚
き
、

峯
雄
と
語
り
合
う
。

　
峯
雄
の
読
経
に
引
か
れ
て
、
墨
染
櫻
の
精
が
老
木
か
ら
姿
を
現
わ
す
。
尼
姿
の
櫻

の
精

は
、
先
帝
の
崩
御
を
悲
し
み
つ
つ
、
仏
弟
子
と
な
っ
た
喜
び
の
報
恩
に
舞
の
袖

を
翻
し
、
や
が
て
花
が
根
に
帰
る
よ
う
に
消
え
て
ゆ
く
。

　
『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
十
六
・
哀
傷
歌
に
挙
げ
ら
れ
た
上
野
峯
雄
の
詠
、
「
深
草
の

野
辺

の
櫻
し
心
あ
ら
ば
今
年
ば
か
り
は
墨
染
に
咲
け
」
の
第
四
句
を
変
え
た
も
の
が
、

こ

の

能
の
主
題
歌
た
る
一
首
で
あ
る
。
同
集
の
詞
書
に
「
堀
河
太
政
大
臣
み
ま
か
り

に

け
る
時
に
深
草
の
山
に
納
め
て
け
る
後
に
詠
み
け
る
」
と
あ
っ
て
、
そ
も
そ
も
こ

の

歌
は
寛
平
三
年
（
八
九
1
年
）
　
1
月
十
三
日
に
亮
去
し
た
堀
河
太
政
大
臣
・
藤
原

基

経
の
死
を
悼
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
事
情
は
『
大
鏡
』
『
今
昔
物
語
集
』
で
も
同
様

で
あ
る
。

　
こ

の

歌
が

い

つ
の

頃
か

ら
仁
明
天
皇
崩
御
を
悼
む
歌
と
解
釈
さ
れ
は
じ
め
た
か
、

分
明
で
な
い
が
、
既
に
佐
成
謙
太
郎
が
『
謡
曲
大
観
』
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
僧

正
遍
昭

の

歌

を
一
代
記
風
に
配
列
し
た
私
家
集
『
遍
昭
集
』
と
の
関
係
が
大
き
い
。

　
す
な
わ
ち
、
『
古
今
和
歌
集
』
に
は
前
掲
峯
雄
の
歌
の
直
前
に
、
同
じ
詞
書
を
共

有

す
る
僧
都
勝
延
の
基
経
追
悼
歌
「
空
蝉
は
か
ら
を
見
つ
s
も
慰
め
つ
深
草
の
山
煙

だ
に
立
て
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
が
仁
明
天
皇
追
悼
の
遍
昭
の
歌
と
し
て
設
定
を

変
え
ら
れ
、
『
遍
昭
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
能
の
後
場
ク
セ
に
引

用
さ
れ
る
「
み
な
人
は
花
の
衣
に
な
り
ぬ
な
り
苔
の
挟
よ
乾
き
だ
に
せ
よ
」
は
『
遍

昭
集
』
の
み
な
ら
ず
『
古
今
和
歌
集
』
『
大
和
物
語
』
そ
の
ほ
か
に
あ
っ
て
、
仁
明

天
皇
追
悼
歌
の
代
表
格
と
し
て
古
来
き
わ
め
て
名
高
い
。

　
こ

の

二
首
に

引
き
ず
ら
れ
る
形
で
上
野
峯
雄
の
「
深
草
の
野
辺
の
櫻
」
の
歌
も
ま

た

天
皇
追
慕
の
詠
と
解
釈
が
変
え
ら
れ
、
後
世
に
至
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み

に
、
『
遍
昭
集
』
現
存
最
古
の
伝
本
・
国
宝
西
本
願
寺
旧
蔵
本
は
平
安
後
期
の
争
写

で

あ
る
か
ら
、
少
な
く
と
も
勝
延
の
「
空
蝉
は
」
の
歌
を
遍
昭
の
詠
と
見
な
し
始
め

た

の

は
、
そ
れ
以
前
の
こ
と
で
あ
る
。

　
桓
武
天
皇
の
子
で
臣
籍
降
下
し
た
大
納
言
・
良
琴
安
世
の
八
男
と
し
て
弘
仁
七
年

（
八
1
六
年
）
に
生
ま
れ
た
遍
昭
は
、
俗
名
・
良
琴
宗
貞
。
又
従
兄
に
あ
た
る
仁
明

能

〈
墨
染
櫻
〉
完
曲
の
復
興
上
荻
に
つ
い
て

村
上
　
湛

（
田

村
良
平
）
　
＊
言
語
文
化
学
科
　
准
教
授
　
平
安
朝
文
学
、
古
典
芸
能

83



明
星
大
学
研
究
紀
要
【
日
本
文
化
学
部
・
言
語
文
化
学
科
】
u
a
十
八
u
b
　
1
1
0
1
O
年

84

天
皇

に

重

用
さ
れ
、
嘉
祥
二
年
（
八
四
九
年
）
・
従
五
位
上
蔵
入
頭
に
昇
っ
た
が
、

天
皇
は

翌

年
三
月
二
十
一
日
に
四
十
一
歳
で
崩
御
。
宗
貞
は
た
だ
ち
に
出
家
し
、
比

叡
山
に
て
円
仁
・
円
珍
の
両
名
僧
に
師
事
。
『
大
和
物
語
』
『
遍
昭
集
』
ほ
か
に
は
、

家
族
に
も
告
げ
ず
出
奔
流
浪
の
劇
的
な
逸
話
が
あ
る
。
の
ち
に
洛
東
花
山
に
元
慶
寺

を
建
立
し
、
洛
北
紫
野
・
雲
林
院
の
別
当
を
兼
ね
た
。
仁
和
元
年
（
八
八
五
年
）
に

僧
正
と
な
り
、
こ
れ
に
よ
り
花
山
僧
正
・
僧
正
遍
昭
と
呼
ば
れ
る
。
同
年
十
二
月
十

八

日
、
宮
中
・
仁
寿
殿
に
お
い
て
光
孝
天
皇
よ
り
齢
七
十
の
賀
宴
を
賜
わ
り
、
寛
平

二
年
（
八
九
O
年
）
　
1
月
十
九
日
、
七
十
五
歳
を
も
っ
て
示
寂
。
六
歌
仙
・
三
十
六

歌
仙
の
一
人
と
し
て
名
高
く
、
『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序
で
は
「
歌
の
さ
ま
は
得
た

れ

ど
も
、
ま
こ
と
す
く
な
し
。
た
と
へ
ば
、
絵
に
か
け
る
女
を
見
て
、
い
た
づ
ら
に

心

を
動
か
す
が
如
し
」
と
歌
風
の
外
面
性
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
ん
な
こ
と
は

な
く
、
現
存
す
る
勅
撰
集
入
集
の
全
三
十
五
首
を
見
て
も
酒
脱
美
麗
な
も
の
、
深
い

洞
察
を
秘
め
た
も
の
な
ど
変
化
に
富
ん
で
、
並
々
な
ら
ぬ
雅
才
は
疑
い
よ
う
が
な
い
o

　
い
っ

ぽ

う
上
野
峯
雄
（
ぢ
雄
）
は
、
先
述
『
古
今
和
歌
集
』
掲
載
歌
の
ほ
か
に

『
後
撰
和
歌

集
』
巻
第
十
七
・
雑
歌
三
「
お
し
な
べ
て
峰
も
平
ら
に
な
り
な
s
む
山

の

端
な
く
は
月
も
隠
れ
じ
」
　
（
『
伊
勢
物
語
』
第
八
十
二
段
に
改
作
引
用
さ
れ
る
）
の

詠
が
残
る
の
み
で
、
そ
の
生
涯
は
全
く
分
か
ら
な
い
o

　
能

〈
墨
染
櫻
〉
は
、
上
野
峯
雄
の
歌
を
題
材
と
し
な
が
ら
も
、
人
物
と
し
て
比
較

に

な
ら
ぬ
ほ
ど
名
高
い
僧
正
遍
昭
の
存
在
を
そ
の
背
後
に
置
き
、
先
帝
追
慕
と
草
木

成
仏
の

主
題

を
併
せ
持
つ
新
た
な
物
語
と
し
て
開
拓
さ
れ
た
、
『
古
今
和
歌
集
』
の

設
定

を
自
在
に
脱
す
る
戯
曲
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
＊

　
平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
九
日
、
東
京
・
宝
生
能
楽
堂
に
お
け
る
「
塩
津
哲
生
の

會
特
別
公
演
」
で
、
能
〈
墨
染
櫻
〉
完
曲
が
復
興
試
演
さ
れ
た
。

　
こ

の

隠
れ
た
名
作
が
完
全
な
か
た
ち
で
上
演
さ
れ
る
の
は
、
お
そ
ら
く
近
現
代
を

通

じ
例
の
な
い
こ
と
だ
と
思
う
。
わ
た
く
し
は
本
公
演
に
際
し
、
主
演
者
か
つ
監
修

者

で

あ
る
喜
多
流
シ
テ
方
・
塩
津
哲
生
氏
の
委
嘱
を
受
け
て
能
本
補
綴
と
演
出
を
担

当
、
全
体
に
亙
り
復
曲
作
業
に
携
わ
っ
た
。

　
復
曲
の
経
緯
は
、
当
日
配
布
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
執
筆
掲
載
。
ま
た
会
場
で
頒
布

販
売
さ
れ
た
私
家
版
謡
本
の
前
附
に
も
述
べ
、
後
日
『
能
楽
タ
イ
ム
ズ
』
同
年
五
月

号
に

「
完
曲
〈
墨
染
櫻
〉
復
興
報
告
」
と
題
し
て
寄
稿
し
た
が
、
い
ず
れ
も
紙
数
・

読
者

と
も
に
限
ら
れ
、
記
録
と
し
て
か
な
り
不
充
分
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。

改

め
て
今
回
こ
の
場
を
借
り
、
補
綴
詞
章
全
体
と
演
出
概
要
を
付
載
し
て
詳
細
な
記

録

を
試
み
、
後
世
へ
問
う
べ
き
よ
す
が
と
し
た
い
と
思
う
。

　
現
在
、
能
〈
墨
染
櫻
〉
は
金
剛
流
の
み
の
上
演
曲
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
の

ち
ほ
ど
言
及
す
る
と
お
り
、
こ
の
現
行
形
は
明
治
時
代
の
改
編
入
、
か
つ
安
易
と
も

い
え
る
縮
約
改
悪
版
で
あ
る
。

　
中
世
に
お
け
る
演
能
記
録
集
成
と
し
て
現
在
も
意
義
を
失
わ
な
い
『
能
楽
源
流

考
』
所
収
の
統
計
に
、
〈
墨
染
櫻
〉
の
名
は
見
ら
れ
な
い
o
曲
名
と
し
て
の
〈
墨
染

櫻
〉
が
見
ら
れ
る
恐
ら
く
最
古
の
資
料
で
あ
る
観
世
弥
次
郎
長
俊
の
談
話
筆
記
『
能

本

作
者
注
文
』
に
は
、
作
者
不
明
の
能
と
あ
る
。
長
俊
（
一
四
八
八
～
一
五
四
一

年
）
以
前
、
室
町
時
代
中
期
の
作
と
お
ぼ
し
く
、
謡
本
と
し
て
室
町
後
期
以
降
の
諸

本
が
伝
存
す

る
ば
か
り
で
あ
る
。
今
回
、
記
録
を
博
捜
し
て
も
ら
っ
た
井
上
愛
氏
に

よ
れ
ば
、
江
戸
中
期
に
鳥
取
藩
の
江
戸
藩
邸
に
お
け
る
能
組
に
見
ら
れ
る
由
だ
が
、

内
々
の
試
演
の
は
ず
で
、
一
流
儀
の
公
定
演
目
表
た
る
幕
府
提
出
の
書
上
ゲ
類
に
は

見

ら
れ
な
い
能
で
あ
る
。

　
こ

の

能
の
成
立
や
上
演
史
に
つ
い
て
の
本
格
的
な
研
究
は
、
従
来
な
さ
れ
て
こ
な

か
っ

た
。
修
辞
の
あ
り
よ
う
な
ど
か
ら
世
阿
弥
系
統
の
夢
幻
能
で
あ
る
こ
と
は
認
め

ら
れ
る
が
、
他
の
世
阿
弥
真
作
の
能
に
比
べ
れ
ば
、
一
味
も
二
味
も
異
な
っ
て
い
る



の

も
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
確
実
な
資
料
と
し
て
は
、
後
述
の
室
町
時
代
書

写
の

古
謡
本
以
外
、
皆
無
な
の
で
あ
る
。

　
周
知
の
と
お
り
、
　
r
草
木
の
精
を
シ
テ
と
し
た
、
神
能
で
な
い
能
L
は
、
古
く
か

ら
あ
る
も
の
で
は
な
い
．
世
阿
弥
の
〈
阿
古
屋
松
〉
を
橋
矢
と
し
、
こ
れ
が
〈
西
行

櫻
〉
、
信
光
の
〈
遊
行
柳
〉
に
変
奏
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
三
曲
、
み
な
老
人

に

化
身
し
た
草
木
の
精
で
あ
っ
て
、
名
木
の
精
が
顕
現
し
た
老
体
の
神
能
〈
高
砂
〉

〈老
松
〉
が
そ
の
源
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
知
れ
る
。

　
こ

れ
に

対

し
、
「
女
体
と
し
て
現
わ
れ
る
草
木
の
精
」
を
造
形
し
た
の
は
、
禅
竹

の

〈
芭
蕉
〉
〈
杜
若
〉
が
初
め
だ
ろ
う
。
世
阿
弥
は
、
た
と
え
ば
〈
葛
城
〉
に
そ
う

し
た
趣
向
の
影
を
漂
わ
せ
は
し
て
も
、
「
女
体
と
し
て
現
わ
れ
る
草
木
の
精
」
を
正

面
か

ら
描
く
こ
と
は
な
か
っ
た
o
こ
れ
以
後
、
〈
－
（
浦
　
〉
　
〈
朝
顔
〉
な
ど
、
番
外
曲
を

も
含
め
、
禅
竹
以
降
の
室
町
時
代
に
成
立
し
た
「
女
体
と
し
て
現
わ
れ
る
草
木
の

精
」
が
シ
テ
と
な
っ
た
能
は
数
多
い
。

　
〈
墨
染
櫻
〉
は
、
「
女
体
と
し
て
現
わ
れ
る
草
木
の
精
」
と
い
う
「
人
格
」
を
自
在

に

使
い
こ
な
し
、
人
と
草
木
と
の
心
の
通
い
合
い
を
深
く
描
く
こ
と
に
成
功
し
て
い

る
。
そ
の
意
味
で
長
俊
以
前
の
中
世
後
期
、
禅
竹
や
信
光
ら
の
作
品
が
世
に
問
わ
れ

た

あ
と
、
世
阿
弥
的
作
能
法
に
則
っ
て
新
作
さ
れ
た
曲
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　
国
立
能
楽
堂
発
刊
『
明
治
の
能
楽
（
一
）
』
を
縄
く
と
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五

年
）
五
月
八
日
の
東
京
日
日
新
聞
掲
載
公
告
と
し
て
、
r
五
月
十
一
日
能
組
　
芝
飯

倉
三
丁
目
金
剛
催
L
と
あ
っ
て
、
当
時
の
金
剛
大
夫
・
金
剛
唯
一
の
自
演
六
番
能
の

う
ち
三
番
目
に
〈
墨
染
櫻
〉
が
あ
り
、
特
に
「
新
能
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
が
目
を

引
く
。
こ
れ
が
近
代
に
お
け
る
上
演
の
嗜
矢
、
か
つ
金
剛
流
に
こ
の
能
が
編
入
さ
れ

た
最
初
ら
し
い
．

　
恐

ら
く
こ
の
時
に
作
ら
れ
た
金
剛
版
現
行
形
は
、
完
曲
の
1
1
1
〈
R
の
二
ほ
ど
に
切
り

詰
め
ら
れ
た
別
本
で
あ
る
。
そ
の
実
態
は
『
謡
曲
大
観
』
『
謡
曲
全
集
』
な
ど
を
当

た

り
接
し
て
頂
く
以
外
な
い
が
、
細
部
を
検
す
る
に
、
そ
の
修
辞
は
原
作
に
比
し
て

随
所
で
き
わ
め
て
近
世
的
・
明
治
的
に
変
え
ら
れ
て
い
る
。

　
金
剛
流
で
の
上
演
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
昭
和
二
年
五
月
に
金
剛
右
京
が
生
涯
た

だ
一
度
だ
け
演
じ
た
記
録
（
『
謡
曲
界
』
昭
和
二
年
七
月
号
）
、
ま
た
昭
和
五
十
三
年

三
月
十
九
日
に
こ
の
能
が
金
剛
流
の
演
目
と
し
て
正
式
認
定
さ
れ
た
時
の
上
演
記
録

（『
金
剛
』
昭
和
五
十
三
年
五
月
一
日
発
行
分
）
に
纏
め
ら
れ
て
い
る
が
、
右
の
明
治

八
年
r
新
能
L
と
し
て
初
演
の
記
録
に
は
言
及
が
な
い
。
『
明
治
の
能
楽
（
一
）
』
に

よ
る
と
、
明
治
十
四
年
四
月
一
日
の
諸
藝
新
聞
の
記
事
と
し
て
、
同
年
三
月
十
七
日

に

金

剛
唯
一
宅
で
行
わ
れ
た
華
族
能
に
お
い
て
「
上
杉
君
」
（
上
杉
伯
爵
家
の
前

主
・
斉
憲
か
当
主
・
茂
憲
か
は
不
明
）
が
演
じ
、
簡
単
な
批
評
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
米
澤
藩
上
杉
家
は
鷹
山
以
来
金
剛
流
を
手
厚
く
庇
護
し
た
こ
と
で
名
高

く
、
大
部
の
番
外
謡
本
の
所
蔵
元
と
し
て
知
ら
れ
る
。

　
前
述
、
昭
和
二
年
の
金
剛
右
京
の
上
演
は
明
治
以
来
の
も
の
で
、
そ
の
時
は
大
正

天
皇
の
諒
闇
に
際
し
て
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、
『
明
治
の
能
楽
（
一
）
』
の
記
事
を

読

む
限
り
、
少
な
く
と
も
そ
の
範
囲
で
は
「
諒
闇
の
能
」
と
い
う
認
識
は
受
け
取
れ

な
い
。
現
在
の
同
流
で
は
「
諒
闇
の
能
」
と
し
て
こ
の
曲
を
秘
曲
化
す
る
傾
向
が
あ

る
が
、
こ
れ
は
戦
後
の
同
流
復
興
（
昭
和
二
十
二
年
と
二
十
四
年
の
初
世
金
剛
巌
、

同
五
十
三
年
の
二
世
金
剛
巌
。
ど
ち
ら
も
天
皇
崩
御
の
喪
と
は
無
縁
）
の
経
緯
か
ら

見
て

も
い
さ
さ
か
事
大
主
義
で
あ
り
、
近
年
意
図
的
に
定
着
さ
れ
た
新
た
な
「
神

話
」
で
あ
ろ
う
こ
と
は
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　
今

回
の
復
曲
に
際
し
て
、
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
・
田
草
川
み
ず
き
氏
の

尽
力
に
よ
り
、
現
存
の
〈
墨
染
櫻
〉
主
要
諸
本
の
校
合
が
行
わ
れ
た
。
『
国
書
総
目

録
』
掲
載
の
伝
本
の
う
ち
主
要
本
を
翻
刻
、
比
較
検
討
し
た
そ
の
結
果
に
よ
る
と
、

能

〈
墨
染
櫻
〉
完
曲
の
復
興
上
演
に
つ
い
て

村
上
　
湛

（
田

村
良
平
）
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A
・
室
町
期
古
本
、
B
・
江
戸
期
改
訂
形
、
C
・
金
剛
流
現
行
形
、
以
上
に
大
別
さ

れ

る
（
B
に
は
上
掛
リ
系
と
下
掛
リ
系
が
混
在
す
る
が
、
両
者
間
で
の
相
違
は
殆
ど

見
ら
れ
な
い
）
。

　
こ

の

う
ち
、
明
治
の
新
版
た
る
C
を
除
く
と
、
江
戸
時
代
以
前
の
A
と
、
江
戸
期

の

改
訂
形
で

あ
る
B
と
で
、
詞
章
は
も
ち
ろ
ん
、
劇
展
開
に
も
変
更
が
加
え
ら
れ
て

い

る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

　

A
か
ら
B
へ
の
改
訂
の
大
き
な
要
点
は
、
次
の
二
点
で
あ
る
。

①
前
シ
テ
・
女
入
が
、
ワ
キ
・
上
野
峯
雄
に
出
家
を
願
う
段
で
、
A
で
は
衣
を

所
望
す
る
。

　
こ

れ
は

明
確
に
〈
三
輪
〉
の
引
用
だ
が
、
〈
三
輪
〉
で
は
救
済
の
ド
ラ
マ
に
欠
か

せ

な
い
品
と
し
て
、
後
場
へ
有
機
的
に
そ
の
衣
が
活
か
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
A
の

〈
墨
染
櫻
〉
詞
章
で
は
、
伝
法
の
証
と
は
い
え
、
衣
は
当
座
の
頂
戴
物
と
し
て
し
か

機
能
せ

ず
、
〈
三
輪
〉
に
比
べ
て
そ
の
使
用
法
は
退
化
し
て
い
る
。
こ
れ
は
趣
向
の

引
用
が
外
面
的
な
も
の
に
留
ま
っ
た
、
む
し
ろ
失
敗
例
で
あ
る
。

　
受
衣
の
趣
向
を
削
除
し
た
B
で
は
、
こ
れ
を
得
度
剃
髪
の
依
頼
に
変
え
、
そ
れ
に

必
要
の

具

と
し
て
盟
を
持
ち
出
す
。
前
シ
テ
が
姿
を
映
す
と
女
で
は
な
く
櫻
の
花
影

ば

か

り
が
見
え
る
水
鏡
の
型
は
A
に
も
あ
る
が
、
A
で
は
た
ま
た
ま
そ
こ
を
流
れ
て

い
た

流
水
に
映
る
。
今
生
俗
世
へ
の
永
訣
と
し
て
、
あ
る
種
の
意
志
を
も
っ
て
わ
が

姿

を
盟
に
映
す
B
に
比
べ
て
、
そ
の
効
果
と
重
要
度
は
雲
泥
の
差
で
あ
る
。
同
時
に
、

詞
章
の
上
だ
け
で
言
及
さ
れ
、
実
際
に
は
見
え
な
い
流
水
に
比
べ
、
作
リ
物
と
し
て

物
品
が
持
ち
出
さ
れ
、
否
応
な
し
に
水
面
の
存
在
が
視
覚
化
さ
れ
る
盟
は
、
そ
の
限

定

さ
れ
た
水
面
に
前
シ
テ
の
正
体
が
あ
り
あ
り
と
映
し
出
さ
れ
る
驚
愕
が
ダ
イ
レ
ク

ト
に
観
客
に
伝
わ
る
焦
点
と
し
て
機
能
す
る
。
こ
れ
は
優
れ
た
演
出
で
あ
る
。

　
劇
的
に
重
要
な
以
上
の
部
分
を
、
金
剛
流
現
行
形
C
で
は
全
面
削
除
、
た
め
に
、

詞
章
の
つ
な
が
り
に
停
滞
が
生
じ
て
い
る
。

　
②

古
本
A
に
は
、
齪
拍
子
を
踏
む
趣
向
は
見
ら
れ
な
い
o

　
〔
ク
セ
〕
の
あ
と
、
B
で
は
続
け
て
〔
ロ
ン
ギ
〕
が
加
え
ら
れ
、
［
齪
拍
子
］
に
つ

な
が
る
。
〔
ク
セ
〕
か
ら
直
接
［
序
ノ
舞
］
と
な
る
金
剛
流
は
、
結
果
と
し
て
A
に

回
帰
し
た
形
と
な
る
。

　
［
齪
拍
子
］
の
趣
向
に
つ
い
て
は
、
〈
道
成
寺
〉
以
外
の
能
、
た
と
え
ば
〈
檜
垣
〉

〈
草
子
洗
小
町
〉
な
ど
に
見
ら
れ
る
齪
拍
子
演
出
の
生
成
の
歴
史
と
並
べ
て
考
え
ら

れ

る
必
要
が
あ
る
。
難
子
方
に
と
っ
て
も
秘
事
と
し
て
大
切
な
齪
拍
子
で
あ
る
以
上
、

常
態
と
す
る
〈
道
成
寺
〉
以
外
の
能
で
趣
向
と
し
て
こ
れ
を
演
ず
る
こ
と
は
極
め
て

限
ら
れ
て
お
り
、
伝
書
に
あ
る
か
ら
と
言
っ
て
即
、
そ
れ
が
上
演
さ
れ
た
と
は
言
え

ず
、
信
用
で
き
る
上
演
記
録
に
当
た
る
以
外
な
い
が
、
〈
墨
染
櫻
〉
の
齪
拍
子
に
つ

い
て

は
、
今
回
そ
の
記
録
を
探
し
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
B
の
形
は
、
実
際

の

上
演
と
は
無
縁
の
、
恐
ら
く
机
上
の
改
訂
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
た

だ
、
こ
の
〔
ロ
ン
ギ
〕
～
［
齪
拍
子
］
と
い
う
新
案
に
よ
っ
て
、
〈
墨
染
櫻
〉

に

別
の
一
面
が
生
じ
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
よ
う
。
そ
れ
は
遊
舞
性
の
拡
大
で
あ
り
、

結
果

と
し
て
先
帝
追
悼
の
陰
か
ら
成
仏
歓
喜
の
陽
へ
、
舞
台
の
印
象
が
よ
り
異
な
っ

て
見

え
る
効
果
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
単
な
る
演
出
訂
正
で
は
な
く
、
劇
主
題
に
関
わ

る
改
訂
な
の
で
、
こ
れ
は
、
能
〈
墨
染
櫻
〉
の
優
れ
た
新
解
釈
で
あ
る
と
思
う
。

　
能

〈
墨
染
櫻
〉
の
劇
主
題
と
は
何
か
。

　
前
シ
テ
は
仁
明
天
皇
遺
愛
の
桜
木
の
精
と
し
て
、
追
慕
の
心
も
だ
し
が
た
く
出
家

剃
髪
を
志
願
す
る
わ
け
だ
が
、
先
帝
を
偲
ぶ
悲
し
み
は
、
諒
闇
を
機
縁
と
し
て
逢
い

難

き
仏
法
に
出
逢
え
た
、
草
木
の
精
の
法
悦
と
表
裏
一
体
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
後

場

〔
ク
セ
〕
は
A
B
ど
ち
ら
も
が
、
「
佛
の
御
て
し
に
な
る
そ
う
れ
し
か
り
け
る
」

（今
回

は

「
草

も
木
も
成
佛
の
契
り
ぞ
嬉
し
か
り
け
る
」
と
改
訂
）
と
舞
い
納
め
ら



れ

る
。
舞
事
は
哀
傷
で
は
な
く
法
悦
歓
喜
の
至
れ
る
末
で
あ
り
、
B
で
追
補
さ
れ
た

〔
ロ

ン

ギ
〕
の
末
尾
「
御
弟
子
と
な
り
し
悦
ひ
に
。
舞
一
手
か
な
て
ん
」
は
、
こ
の

事
情
を
よ
く
汲
み
取
っ
た
「
解
釈
」
な
の
だ
。

　
そ

の

意
味
で
、
舞
事
を
［
齪
拍
子
］
と
定
位
し
た
B
の
選
択
は
、
ま
こ
と
に
当
を

得
て

い

る
と
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
尼
姿
と
は
い
え
「
御
弟
子
と
な
り
し
悦
ひ
」
と

し
て
の
報
恩
の
心
が
横
溢
す
る
［
齪
拍
子
］
に
は
、
別
に
寺
院
藝
能
と
し
て
の
長
い

伝
統
が
あ
る
か
ら
、
「
法
楽
の
舞
」
の
性
格
で
こ
の
能
に
挿
入
さ
れ
て
も
間
違
い
で

は

な
い
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
諒
闇
の
悲
し
み
を
機
縁
に
、
草
木
の
身
な
が
ら
成
仏
し

得
た

悦
び
を
謳
う
の
が
こ
の
能
の
ド
ラ
マ
の
深
層
で
あ
り
、
た
だ
の
悲
し
み
に
終
始

す
る
だ
け
で
は
な
い
の
だ
。

　
と
、
同
時
に
、
〔
ロ
ン
ギ
〕
～
［
齪
拍
子
］
を
付
加
す
る
の
を
特
殊
演
出
と
し
、

こ

れ

を
省
き
A
に
準
じ
た
序
ノ
舞
物
を
常
の
形
と
す
る
選
択
を
残
せ
ば
、
能
l
曲
に

む
し
ろ
多
様
な
可
能
性
を
残
す
こ
と
に
繋
が
る
。
そ
の
意
味
で
も
、
B
の
形
は
優
れ

た

工
夫

と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
以
上
の

理
由
で
、
今
回
の
上
演
能
本
は
A
で
は
な
く
、
B
に
準
拠
し
た
。
そ
の
ほ

か
、
修
辞
の
点
で
も
B
の
ほ
う
が
格
段
に
洗
練
さ
れ
て
お
り
、
流
麗
で
あ
る
。

　

B
に
拠
る
こ
と
に
は
し
た
が
、
上
演
本
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
。
単
純
な
校
訂
本

文

を
作
ら
ず
、
主
に
元
禄
本
に
準
拠
し
た
。
B
の
中
で
も
江
戸
期
唯
一
の
刊
本
・
元

禄
十
一
年
田
方
屋
伊
右
衛
門
板
本
は
、
格
段
に
優
れ
た
修
訂
を
試
み
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。

　
ち
な
み
に
、
こ
の
能
は
、
歌
舞
妓
舞
踊
の
傑
作
と
し
て
知
ら
れ
る
常
磐
津
の
大
曲

〈
積
懸
雪
關
扉
〉
の
発
想
源
の
ひ
と
つ
と
し
て
知
ら
れ
る
。
も
と
は
天
明
四
年
二

七
八
四

年
）
十
一
月
、
江
戸
・
桐
座
（
市
村
座
の
控
櫓
）
で
上
演
さ
れ
た
顔
見
世
狂

言

〈
重
重
人
重
小
町
桜
〉
の
大
詰
浄
瑠
璃
だ
が
、
詞
章
に
は
〈
関
寺
小
町
〉
〈
卒
都

婆
小
町
〉
な
ど
の
小
町
物
だ
け
で
な
く
、
〈
呉
服
〉
と
い
っ
た
稀
曲
も
明
確
に
引
用

さ
れ
て
お
り
、
作
者
・
費
田
壽
來
（
初
世
劇
神
仙
）
の
謡
曲
知
識
が
知
ら
れ
る
。
よ

ほ

ど
珍
書
の
写
本
に
拠
っ
た
の
で
な
い
限
り
、
壽
來
が
参
照
し
た
〈
墨
染
櫻
〉
は
、

こ

の

元
禄
版
本
か
そ
の
後
刷
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　
完
曲
〈
墨
染
櫻
〉
唯
一
の
活
字
翻
刻
『
宴
曲
十
七
帖
附
謡
曲
末
百
番
』
（
大
正
元

年
・
國
書
刊
行
會
）
所
収
本
文
も
、
『
謡
曲
大
観
』
〈
墨
染
櫻
〉
末
尾
掲
載
の
〔
考

異
〕
も
、
こ
の
元
禄
本
に
基
づ
い
て
い
る
。

　
元
禄
本
の
優
れ
て
い
る
主
な
箇
所
を
例
に
挙
げ
よ
う
。

　
た

と
え
ば
、
前
場
〔
ロ
ン
ギ
〕
の
末
尾
近
く
。
A
の
「
き
ミ
か
た
め
な
る
た
き
も

の

s
o
ま
く
ら
か
な
か
ら
き
り
か
ミ
の
」
（
東
大
史
料
編
纂
所
蔵
の
枡
型
本
と
観
善

署
名
本
）
は
B
一
般
に
受
け
継
が
れ
、
現
行
金
剛
流
で
は
「
枕
香
」
が
「
沈
香
（
ジ

ン

コ

ウ
）
」
と
託
伝
し
て
い
る
。

　
「
枕
香
」
と
は
艶
だ
が
、
消
化
不
良
気
味
な
言
葉
。
ま
た
、
「
枕
」
に
ち
な
み
閨
房

を
匂
わ
せ
る
劇
的
背
景
は
、
こ
こ
に
は
な
い
。
か
な
り
唐
突
な
修
辞
で
あ
る
。

　
こ

の

後
半
を
、
元
禄
本
で
は
「
梅
が
香
な
が
ら
黒
髪
の
」
と
置
き
換
え
た
。
つ
ま

り
、
「
枕
香
」
を
「
梅
が
香
」
に
変
え
た
わ
け
で
あ
る
。
「
梅
が
香
」
と
は
練
香
（
H

た

き
も
の
）
］
般
の
通
称
。
練
香
の
色
は
黒
い
。
そ
の
色
か
ら
「
黒
髪
」
に
つ
な
げ

た

行
文
は

緊
密
、
香
り
も
高
い
。
同
時
に
、
半
出
家
の
「
切
髪
」
を
引
っ
込
め
て
消

去

し
た
の
は
、
A
の
受
衣
を
廃
し
、
B
の
剃
髪
に
改
め
た
意
図
と
も
通
底
し
て
い
る
。

　
同
様
の
言
語
感
覚
の
冴
え
が
、
後
場
の
〔
次
第
〕
に
も
見
ら
れ
る
。

　

A
を
通
じ
て
一
般
的
な
「
言
葉
を
花
の
夕
と
や
」
を
、
元
禄
本
の
み
が
「
青
葉
を

花
の
夕
と
や
」
と
変
え
て
い
る
。
「
言
」
と
「
青
」
と
、
漠
字
一
字
の
相
違
だ
が
、

誤
字
で
は

な
い
。
こ
こ
に
大
き
な
美
意
識
の
差
が
あ
る
。

　
r
言
葉
の
花
L
と
い
う
語
は
あ
る
が
、
こ
の
能
で
特
段
の
意
味
を
な
す
も
の
で
は

能

〈
墨
染
樫
〉
完
曲
の
復
興
上
演
に
つ
い
て

村
上
　
湛

（
田

村
良
平
）
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な
い
o
「
言
葉
を
花
の
夕
と
や
」
と
言
わ
れ
て
も
、
正
直
、
何
の
感
動
も
な
い
。

　
そ

れ
に

比

べ
て

「
青
葉
を
花
の
夕
と
や
」
と
連
ね
た
美
し
さ
は
、
ど
う
だ
ろ
う
、

「
散

り
尽
く
し
た
あ
と
の
青
葉
に
夕
櫻
の
な
ご
り
が
思
い
描
か
れ
る
よ
う
に
、
黒
髪

を
剃
り
こ
ぼ
ち
、
青
道
心
と
な
っ
た
尼
の
身
な
が
ら
、
墨
染
に
色
変
じ
た
こ
の
花
に

も
舞
を
舞
う
程
度
の
色
香
の
名
残
は
ご
ざ
い
ま
す
」
と
い
う
心
で
も
あ
ろ
う
。
つ
ま

り
、
　
F
言
L
か
ら
「
青
」
に
変
え
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
世
界
そ
の

も
の
が
激
変
す
る
の
で
あ
る
。
元
禄
本
独
自
の
こ
の
繊
細
さ
は
、
特
筆
に
値
す
る
。

　
も
っ
と
も
、
元
禄
本
に
も
、
優
れ
た
箇
所
ば
か
り
が
あ
る
の
で
は
な
い
。
上
演
を

想
定

し
た
机
上
の
改
訂
と
お
ぼ
し
き
、
そ
の
ま
ま
実
演
に
供
す
る
に
は
無
理
な
部
分

は
随
所
に
あ
る
。

　
後
場

〔
ロ

ン

ギ
〕
の
末
尾
。
元
禄
本
で
は
「
御
弟
子
と
な
り
し
悦
ひ
に
。
舞
一
手

か

な
て
ん
」
と
あ
る
ば
か
り
で
、
す
ぐ
前
述
の
〔
次
第
〕
に
つ
な
が
れ
る
。
実
際
に

演
出
し
、
ま
た
、
演
じ
て
み
れ
ば
よ
く
分
か
る
が
、
こ
れ
で
は
性
急
す
ぎ
て
、
実
に

［齪
拍
子
］
が
踏
み
に
く
い
．

　
こ

れ

を
今
回
、
「
御
弟
子
と
な
り
し
悦
び
に
。
藤
の
衣
を
醗
し
o
法
樂
報
恩
の
舞

一
手

い
ざ
や
奏
で
ん
」
と
補
綴
し
た
。
こ
の
〔
ロ
ン
ギ
〕
、
桜
は
も
ち
ろ
ん
、
桃
・

李
・
躍
燭
の
花
尽
く
し
に
な
っ
て
い
る
縁
で
「
藤
」
と
し
た
の
だ
が
、
「
藤
の
衣
」

は

喪
服
の
、
転
じ
て
墨
染
衣
の
雅
称
で
あ
る
。
同
時
に
、
「
法
樂
報
恩
の
舞
」
と
は
、

こ

の
能
の
劇
主
題
に
関
わ
る
語
で
あ
る
。

　
以
上
は

私
案
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
類
す
る
補
筆
は
全
曲
中
に
何
箇
所
も
あ
る
。
煩

墳
に

亙

る
た
め
対
照
表
を
作
成
す
る
の
は
不
可
能
だ
が
、
ご
興
味
の
向
き
は
、
『
宴

曲
十
七
帖
附
謡
曲
末
百
番
』
、
あ
る
い
は
『
謡
曲
大
観
』
〈
墨
染
櫻
〉
末
尾
掲
載
の

〔考
異
〕
で
元
禄
本
を
ご
覧
頂
き
、
此
較
さ
れ
た
い
。

最
後
に
、
演
出
の
概
要
に
つ
い
て
自
註
を
加
え
る
。
今
回
の
演
出
は
、
わ
た
く
し

の

作
成
し
た
演
出
私
案
を
叩
き
台
に
、
塩
津
哲
生
氏
の
主
導
に
よ
る
共
同
作
業
で
作

り
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。

　
シ

テ

の

面

は
、
喜
多
流
の
蔓
物
の
常
と
し
て
、
前
後
と
も
に
小
面
で
あ
る
。

　
前
場
で

は
、
A
B
諸
本
み
な
ワ
キ
が
主
題
歌
「
深
草
の
野
辺
の
櫻
し
心
あ
ら
ば
こ

の
春
ば

か

り
墨
染
に
咲
け
」
と
短
冊
に
書
き
付
け
、
作
リ
物
（
櫻
山
あ
る
い
は
櫻
立

木
o
今
回
は
前
者
）
に
結
び
付
け
る
と
、
シ
テ
が
出
て
舞
台
に
入
り
、
短
冊
を
見
る

の

だ

が
、
今
回
は
ワ
キ
の
詠
吟
と
と
も
に
幕
際
に
シ
テ
を
出
し
、
思
い
深
い
態
で
幕

際
に
行
立
。
す
ぐ
に
こ
の
歌
を
反
復
し
て
謡
わ
せ
た
。
短
冊
を
見
に
本
舞
台
に
入
る

ま
で
の
間
を
省
く
の
と
、
「
い
つ
の
ま
に
か
そ
こ
に
い
た
」
効
果
を
高
め
る
た
め
で

あ
る
。

　
剃
髪
の
段
で
は
槌
紅
色
の
金
欄
で
包
ん
だ
角
盟
の
作
リ
物
を
出
し
、
「
映
る
こ
そ

理

な
れ
名
残
惜
し
の
面
影
や
」
で
シ
テ
が
こ
れ
に
と
く
と
見
入
る
。
前
場
の
演
技
の

頂
点

で
あ
る
。

　
こ

こ

で

は
、
盟
↓
下
居
の
シ
テ
↓
背
後
に
立
っ
た
ワ
キ
↓
櫻
山
、
こ
の
四
段
の
直

線
美

を
意
図
し
た
。
他
曲
に
な
い
絵
面
で
も
あ
り
、
成
功
し
た
よ
う
だ
。
た
だ
し
、

盟
の
造
形
は

再
考
を
要
し
よ
う
。
い
っ
そ
剖
リ
物
で
角
盟
を
作
り
金
箔
を
押
し
、
趣

向
に
よ
っ
て
は
立
浪
の
絵
で
も
彩
色
し
た
小
道
具
を
誹
え
た
ほ
う
が
印
象
が
深
く
な

っ

て
良
い
か
も
し
れ
な
い
。

　
花
帽
子
の
物
着
は
簡
単
に
装
着
で
き
る
工
夫
を
凝
ら
し
、
難
子
ア
シ
ラ
イ
の
三
分

弱
で
済
ん
で
長
引
か
な
か
っ
た
の
は
上
々
だ
っ
た
。
作
リ
物
に
中
入
し
、
間
狂
言
と

な
る
。

　
間
狂
言
部
分
は
今
回
新
規
に
執
筆
。
ワ
キ
の
語
リ
を
挿
入
し
た
。
後
場
の
主
題
歌

で

あ
る
僧
正
遍
昭
の
詠
歌
「
み
な
入
は
花
の
衣
に
な
り
ぬ
な
り
苔
の
挟
よ
乾
き
だ
に

せ

よ
」
の
由
来
を
明
確
に
す
る
た
め
で
あ
る
。
ア
イ
・
深
草
の
里
人
が
狂
言
座
か
ら

立

ち
、
戻
る
ま
で
十
四
分
。
も
う
少
し
縮
め
た
い
が
、
作
リ
物
内
で
後
シ
テ
が
着
換



え
る
に
は
ギ
リ
ギ
リ
の
所
要
時
間
で
あ
る
。

　
後
シ
テ
の
装
束
は
、
新
調
の
鈍
色
地
金
枝
垂
櫻
文
様
竹
屋
町
長
絹
と
萱
草
色
大
口
。

こ

れ

は
、
王
朝
女
性
の
喪
服
の
配
色
で
あ
る
。
し
ん
み
り
し
た
中
に
、
沈
ん
だ
美
し

さ
が
印
象
に
残
る
配
色
で
あ
る
。
墨
色
の
紗
の
透
け
具
ム
ロ
も
嬉
し
い
o

　
打
掛
を
聴
い
て
地
謡
が
〔
ク
リ
〕
を
謡
い
出
す
と
シ
テ
が
作
リ
物
か
ら
出
、
正
中

に

立

つ
。
〔
ク
セ
〕
は
舞
グ
セ
で
、
ほ
ぼ
定
型
の
所
作
。
続
く
〔
ロ
ン
ギ
〕
も
一
般

的
な
所
作
に
留
め
、
た
だ
、
「
思
ひ
出
で
た
り
い
ざ
s
ら
ば
」
と
角
手
前
か
ら
正
先

に

回
り
、
「
藤
の
衣
を
醗
し
」
と
左
袖
を
返
し
つ
つ
右
足
を
引
き
半
身
と
な
っ
て
、

そ

の

左
袖
に

て

ワ
キ
を
サ
シ
見
込
む
と
こ
ろ
に
、
1
種
の
性
根
を
見
せ
た
。

　
常
座
に
立
ち
、
シ
テ
が
〔
次
第
〕
を
謡
う
と
、
地
謡
の
地
ト
リ
を
省
い
て
、
す
ぐ

に

小
鼓
が

［齪
拍

子
］
を
打
ち
出
す
。
大
鼓
は
床
几
に
掛
っ
た
ま
ま
で
あ
る
。

　
こ

の

眼
目
の
［
齪
拍
子
］
は
、
〈
道
成
寺
〉
の
よ
う
に
長
く
な
く
、
ま
た
位
も
ご

く
軽
い
O
　
1
段
取
っ
て
お
も
む
ろ
に
「
深
草
の
。
野
辺
の
桜
し
。
心
あ
ら
ば
」
と

〔齪
拍
子
謡
〕
を
謡
い
込
み
、
［
中
ノ
舞
］
に
転
じ
た
。
こ
の
［
中
ノ
舞
］
は
、
厳
密

に

は
二
段
ノ
舞
で
あ
る
。
初
演
版
で
は
段
を
取
っ
て
嘘
子
の
地
三
巡
ほ
ど
で
橋
掛
リ

に

舞
い
流
れ
る
と
、
笛
の
調
子
が
一
調
子
高
い
盤
渉
に
上
が
り
、
シ
テ
は
早
舞
ク
ツ

ロ

ギ
に
倣
っ
て
大
き
く
小
さ
く
回
り
重
ね
て
舞
台
に
戻
り
そ
の
ま
ま
舞
い
上
げ
た
。

　
シ

テ

は

〔
ノ
リ
地
〕
の
地
謡
に
つ
れ
「
雨
に
も
誘
は
れ
露
に
も
し
ほ
れ
」
と
舞
台

正
面
際
で
左
袖
を
か
づ
き
身
を
か
が
め
扇
で
深
く
顔
を
隠
す
（
金
剛
流
現
行
型
で
は

舞
台
奥
の
作
リ
物
前
で
な
さ
れ
る
型
）
と
、
最
後
「
墨
染
櫻
の
梢
に
残
り
て
」
で
一

ノ
松
に
て
〈
松
風
〉
見
留
よ
ろ
し
く
右
手
の
扇
を
頭
上
に
騎
し
舞
台
正
面
先
を
望
み
、

地
謡
の
内
に
幕
に
引
き
、
ワ
キ
の
合
掌
留
。
な
お
、
諸
本
は
す
べ
て
結
尾
ま
で
大
ノ

リ
だ
が
、
今
回
は
「
梢
に
残
り
て
」
以
降
を
平
ノ
リ
に
変
え
、
「
何
も
な
い
」
状
態

に

回
帰
す
る
効
果
を
狙
っ
た
。
全
曲
一
時
間
四
十
分
ほ
ど
。

　
今
回
の
上
演
版
は
、
諸
本
中
で
元
禄
版
本
に
の
み
見
ら
れ
る
齪
拍
子
を
活
か
し
た

形

だ
が
、
先
述
の
と
お
り
、
古
本
に
通
例
の
［
序
ノ
v
a
］
　
（
太
鼓
ナ
シ
）
に
置
き
換

え
る
演
出
も
と
う
ぜ
ん
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
場
合
は
〔
ロ
ン
ギ
〕
〔
次
第
〕
〔
齪
拍
子

謡
〕
を
省
き
、
ク
セ
末
尾
か
ら
「
深
草
の
」
の
地
謡
一
句
に
飛
ん
で
［
序
ノ
舞
］
に

入

る
の
が
む
し
ろ
自
然
で
あ
ろ
う
。
凝
っ
た
形
と
し
て
、
ク
セ
「
墨
染
櫻
老
木
と
て

も
と
よ
り
着
た
る
苔
衣
」
の
文
句
か
ら
全
体
を
老
女
物
に
演
出
す
る
こ
と
も
可
能
だ

し
、
使
用
面
も
本
来
的
に
は
小
面
（
ま
た
は
増
）
に
限
定
さ
れ
な
い
は
ず
で
あ
る
。

　
シ

テ
・

監
修
者
の
塩
津
哲
生
氏
が
長
い
こ
と
温
め
て
い
た
企
画
で
あ
り
、
わ
た
く

し
と
し
て
も
こ
の
完
曲
は
春
恋
の
能
で
あ
っ
た
。
近
い
将
来
に
再
演
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
と
思
う
。

　
　
（
m
成
l
1
＋
1
年
三
月
二
＋
九
日
「
塩
津
哲
生
の
會
特
別
公
ぷ
」
）

シ

テ

（前
・
深
草
の
里
女
、
後
・
墨
染
櫻
の
精
）
・
塩
津
哲
生

ワ
キ
（
峯
雄
の
聖
）
・
宝
生
欣
哉

ア

イ
（
深
草
の
里
人
）
・
遠
藤
博
義

笛
・
松
田
弘
之

小
鼓
・
曾
和
正
博

大
鼓
・
亀
井
忠
雄

後
見
・
高
林
白
牛
口
二
、
中
村
邦
生
、
狩
野
了
l

地
謡
・
友
枝
昭
世
（
地
頭
）
、
香
川
靖
嗣
（
副
地
頭
）
、
大
村
定
、
長
島
茂
、
友

枝
雄

入
、
金
子
敬
一
郎
、
佐
々
木
多
門
、
大
島
輝
久

前
シ
テ
（
里
女
）

　
　
面
＝
＝
小
面
ま
た
は
増

　
　
シ
）
　
髭
　
色
入
髭
帯

襟
1
1
紅
ま
た
は
白
　
著
附
‖
箔
　
色
入
唐
織

紅
入
黒
骨
扇
　
　
物
著
二
白
花
帽
子

（著
流

能
〈
墨
染
櫻
〉
完
曲
の
復
興
上
演
に
つ
い
て

村
上
　
湛

（
田

村
良
平
）
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v
a
十
八
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k
h
　
1
1
0
1
O
年

後
シ
テ
（
墨
染
櫻
の
精
）

　
　
面
n
小
面
ま
た
は
増
　
襟
‖
紅
ま
た
は
白
　
著
附
＝
箔
　
長
絹
　
色
大
口

　
　
白
花
帽
子
　
色
入
髪
帯
　
紅
入
黒
骨
扇

ワ
キ
（
峯
雄
の
聖
）
　
　
著
附
H
無
地
嬰
斗
目
　
水
衣
　
角
帽
子
　
墨
給
扇
　
敷
珠

間
狂
言
（
深
草
の
里
人
）
　
　
上
下
出
立

作
リ
物
　
山
（
白
花
櫻
枝
括
ス
。
枝
垂
ニ
モ
）
・
角
盟
（
紅
色
鍛
子
ニ
テ
包
ム
）

　
　
　
　
　
　
　
＊

囲

閨
團
（
平
成
二
±
w
三
月
二
＋
九
日
塩
津
哲
生
の
倉
特
別
公
演
上
演
版
）

1
［次
第
］

　
〔
次
第
〕

ワ
キ
　
色
香
も
さ
ぞ
な
深
草
の
。
色
香
も
さ
ぞ
な
深
草
の
。
野
邊
の
櫻
を
尋
ね
ん
。

　
〔
名
ノ
リ
ザ
シ
〕

ワ
キ
　
こ
れ
は
深
草
の
奮
院
に
仕
へ
申
せ
し
。
峯
雄
が
な
れ
る
果
て
な
り
。

　
〔
サ
シ
〕

ワ
キ
　
わ
れ
御
在
位
の
御
時
は
。
朝
恩
身
に
鯨
り
し
か
ど
も
。
時
代
に
憂
は
る
な
ら

ひ

と
て
。
雲
井
を
よ
そ
に
都
住
居
も
。
心
と
ま
ら
ぬ
こ
の
春
か
な
。

　
〔
口
〕

ワ
キ
　
誠
や
聞
け
ば
良
峯
の
少
將
殿
も
。
先
帝
の
御
別
れ
を
悲
し
み
給
ひ
。
比
叡
山

に

て
遁
世

と
聞
く
。
猫
り
に
限
ら
ぬ
思
ひ
の
色
。
深
草
山
に
分
け
入
り
て
。
故
院
の

常
に
叡
覧
あ
り
し
。
花
を
も
せ
め
て
眺
め
ん
と
。

　
〔
下
歌
〕

ワ
キ
　
都
出
つ
れ
ば
日
も
既
に
。
竹
田
の
里
は
こ
れ
や
ら
ん
。

　
〔
上
歌
〕

90

ワ
キ
　
一
夜
伏
見
の
夢
に
だ
に
。
一
夜
伏
見
の
夢
に
だ
に
。
思
ひ
絶
え
に
し
別
れ
路

の
o
末
こ
そ
知
ら
ね
深
草
の
花
は
昔
に
愛
は
ら
ず
花
は
昔
に
褒
は
ら
ず
。

2　
〔
サ
シ
〕

ワ
キ
　
わ
れ
御
陵
の
あ
た
り
近
く
。
参
り
て
見
れ
ば
あ
さ
ま
し
や
。
人
跡
絶
え
た
る

木

の

下
は
。
な
ほ
深
草
の
花
の
色
。

　
〔
口
〕

ワ
キ
　
誰
と
各
む
る
氣
色
も
な
く
。
し
ん
し
ん
と
あ
る
古
柳
疎
椀
の
跡
。
秋
の
色
あ

る
け
し
き
か
な
。
や
。
何
と
な
く
一
首
思
ひ
連
ね
て
候
。

　
〔
下
ノ
詠
〕

ワ
キ
　
深
草
の
野
邊
の
櫻
し
心
あ
ら
ば
。
こ
の
春
ば
か
り
墨
染
に
咲
け
。

3　
〔
口
〕

シ
テ
　
あ
ら
お
も
し
ろ
の
御
歌
や
な
。
有
難
の
今
の
御
詠
歌
や
な
。

　
〔
上
ノ
詠
〕

シ
テ
　
深
草
の
野
邊
の
櫻
し
心
あ
ら
ば
。
こ
の
春
ば
か
り
墨
染
に
咲
け
。

　
〔
問
答
〕

ワ
キ
　
不
思
議
や
な
花
を
眺
む
る
。
友
か
と
見
れ
ば
さ
は
な
く
て
o
わ
が
歌
を
の
み

詠
じ
給
ふ
は
。
い
か
な
る
人
に
て
ま
し
ま
す
そ
。

シ
テ
　
何
と
御
歌
を
詠
じ
申
す
こ
そ
。
花
を
詠
む
る
に
て
候
へ
と
よ
。
こ
の
花
な
ら

で
は

い
か
に

し
て
o
か
s
る
御
詠
歌
も
ま
し
ま
す
べ
き
。
た
c
い
ま
手
向
の
御
言
葉

に

も
。
深
草
の
野
邊
の
櫻
し
心
あ
ら
ば
。
こ
の
春
ば
か
り
墨
染
に
。

　
〔
上
歌
〕



地
謡
　
咲
け
ど
も
今
は
恨
め
し
や
。
咲
け
ど
も
今
は
恨
め
し
や
。

だ

櫻
。
風
吹
か
ぬ
間
も
あ
る
べ
き
か
。
あ
ぢ
き
な
の
な
ら
ひ
や
o

4　
〔
n
ン
ギ
〕

地
謡
　
げ
に
や
世
の
中
は
。

て
跡
も
残
ら
ず
。

シ
テ
地
謡
シ
テ
地
謡
シ
テ
地
謡
シ
テ
地
謡

中
に
。

憂

き
世
の
春
の
あ

何
か
常
な
る
あ
だ
花
の
。
夢
に
散
り
ま
ぼ
ろ
し
に
別
れ

よ
し
や
散
れ
十
善
の
。
梢
の
花
も
恨
み
な
し
誰
か
あ
り
や
果
つ
べ
き
。

な
ど
こ
の
春
は
雲
霞
。
深
草
山
の
月
の
影
照
ら
し
果
て
ぬ
ぞ
悲
し
き
。

さ
て
や
帝
の
御
た
め
に
。
世
を
捨
て
人
は
誰
々
ぞ
。

良
峯
の
宗
貞
わ
れ
上
野
の
峯
雄
な
り
。

よ
し
や
良
峯
。

ま
た
峯
雄
｝
に
も
。

劣
る
ま
じ
。
わ
れ
も
世
を
捨
衣
。

君
が
た

め
な
る
薫
物
の
。
梅
が
香
な
が
ら
黒
髪
の
。
な
が
ら
へ
果
て
ぬ
世
の

い

つ

ま
で
わ
れ
は
か
み
つ
け
の
。
峯
雄
の
御
弟
子
と
な
る
べ
し
。
様
褒
へ
て

た

び
給
へ
わ
が
様
二
愛
へ
て
た
び
給
へ
。

5　
〔
問
答
〕

ワ
キ
　
こ
れ
は
仰
せ
に
て
候
へ
ど
も
。
わ
れ
ら
は
昨
日
や
今
日
の
初
登
心
に
て
候
ほ

ど
に
。
思
ひ
も
寄
ら
ぬ
こ
と
に
て
候
。

シ
テ
　
仰
せ
は
さ
る
事
に
て
候
へ
ど
も
。
佛
も
三
十
成
道
と
申
せ
ば
。
初
登
心
と
こ

そ

申
す
べ
け
れ
。
過
去
久
遠
劫
よ
り
こ
の
か
た
。
曇
り
果
て
ぬ
る
胸
の
月
も
。
霊
山

會
場
の
暁
を
待
ち
。
朽
ち
て
久
し
き
花
の
色
も
。
鹿
野
苑
の
夕
に
開
く
。
よ
し
や
色

能
〈
墨
染
櫻
〉
△
兀
曲
の
復
興
上
演
に
つ
い
て

村
上
　
瑳
（
田
村
良
平
）

こ

そ
墨
の
衣
。
昨
日
今
日
に
は
よ
る
べ
か
ら
ず
。
た
c
し
わ
ら
は
s
愚
か
な
る
。
女

の

身
と
し
て
御
弟
子
と
な
ら
ば
。
そ
の
甲
斐
こ
そ
は
な
け
れ
ど
も
。
慈
悲
に
剃
ら
せ

給
へ
や
。

　
〔
掛
ケ
合
イ
〕

ワ
キ
　
こ
の
上
は
解
退
申
す
に
及
ぼ
ず
と
て
。
盟
に
水
を
参
ら
す
れ
ば
。

シ
テ
　
嬉
し
や
今
こ
そ
重
ね
た
る
。
百
年
の
つ
く
も
髪
。

ワ
キ
　
雲
か
と
見
れ
ば
さ
は
な
く
て
o
水
の
底
な
る
悌
の
。
や
。
さ
な
が
ら
花
に
て

候
は

い
か
に
。

シ
テ
　
そ
れ
こ
そ
道
理
。
所
な
か
ら
な
る
深
草
の
。

　
〔
下
歌
〕

地
謡
　
野
邊
の
櫻
の
木
の
下
e
野
邊
の
櫻
の
木
の
下
。
盟
の
水
に
花
の
影
の
。
映
る

こ

そ
理
な
れ
名
残
惜
し
の
面
影
や
。

［物
着
ア
シ
ラ
イ
］

　
〔
上
歌
〕

地
謡
　
げ
に

衰
ろ
へ
の
悲
し
き
は
。
げ
に
衰
ろ
へ
の
悲
し
き
は
。
天
津
乙
女
の
花
髭
。

か

く
あ
り
が
た
き
値
遇
の
縁
。
師
弟
子
と
な
る
ぞ
。
不
思
議
な
る
師
弟
子
と
な
る
ぞ

不
思
議
な
る
。

6　
〔
問
答
〕

ワ
キ
　
さ
て
只
今
は
何
の
爲
の
御
登
心
に
て
候
ぞ
。

シ
テ
　
さ
ん
候
只
今
の
登
心
は
御
詠
歌
ゆ
ゑ
候
よ
。

ワ
キ
　
そ
も
詠
歌
ゆ
ゑ
と
は
候
。

シ
テ
　
只
今
の
御
歌
に
。
こ
の
春
ば
か
り
と
詠
み
置
か
れ
た
り
。
こ
の
春
ば
か
り
は

情
な
し
。
こ
の
春
よ
り
は
と
遊
ば
さ
ば
。
な
ほ
行
末
も
久
方
の
。
蓋
き
ぬ
類
の
言
葉91
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を
添
へ
て
。

ワ
キ
　
説
く
や
御
法
の
言
の
葉
は
。

　
〔
上
ノ
詠
〕

シ
テ
・
ワ
キ
　
深
草
の
野
邊
の
櫻
し
心
あ
ら
ば
。
こ
の
春
よ
り
は
墨
染
に
咲
け
。

　
〔
歌
〕

地
謡

花
は

こ

れ

ま
で
青
柳
の
。
い
と
ま
申
し
て
さ
ら
ば
と
て
。
立
つ
よ
と
見
れ
ば

薄
霞
。
木
の
間
の
月
の
影
少
し
。
花
曇
り
し
て
o
失
せ
に
け
り
花
曇
り
し
て
失
せ
に

け
り
o

7　
〔
問
答
〕

ア

イ
　
か
や
う
に
候
者
は
。
深
草
の
里
に
住
ま
ひ
す
る
者
に
て
候
。
さ
る
に
て
も
御

陵
近
き
野
邊
の
櫻
。
や
う
や
う
盛
り
に
な
り
候
間
。
日
ご
と
に
足
を
運
び
て
候
。
今

m
も
ま
た
野
邊
へ
罷
り
出
で
。
花
を
も
眺
め
ぼ
や
と
存
ず
る
。
ま
こ
と
に
こ
の
深
草

の

里

は
。
先
帝
御
在
位
の
御
時
。
春
は
櫻
狩
冬
は
鷹
狩
。
四
季
折
々
御
遊
絶
え
ざ
る

名
所
に
て
候
ひ
し
が
o
御
崩
御
の
後
は
さ
る
こ
と
も
う
ち
絶
え
。
さ
な
が
ら
荒
野
と

な
り
果
て
s
候
。
い
や
。
ひ
と
り
ご
と
を
申
す
う
ち
に
。
ほ
ど
な
う
御
陵
の
邊
に
出

で
て

侯
。
さ
て
さ
て
花
の
様
態
は
如
何
に
て
候
や
ら
ん
o
あ
ら
不
思
議
や
。
昨
日
ま

で
は

色

香
妙
に
咲
き
満
ち
て
候
ひ
し
が
O
　
1
夜
の
間
に
花
の
色
愛
じ
o
さ
な
が
ら
今

は

墨
染
と
な
り
て
候
よ
。
や
o
こ
れ
に
見
な
れ
申
さ
ぬ
お
僧
の
わ
た
り
候
が
。
御
身

は

い
つ
く
よ
り
い
つ
か
た
へ
御
入
り
候
ぞ
。

ワ
キ
　
こ
れ
は
都
よ
り
こ
の
里
に
來
れ
る
者
に
て
候
。
近
う
参
り
候
へ
尋
ね
た
き
こ

と
の
候
。

ア

イ
　
心
得
申
し
て
候
。
さ
て
お
尋
ね
と
は
。
如
何
や
う
な
る
こ
と
に
て
候
ぞ
。

ワ
キ
　
當
所
に
て
は
こ
の
櫻
木
を
何
と
申
し
候
よ
。

ア

イ
　
い
や
別
に
名
も
な
く
候
ほ
ど
に
。
野
邊
の
櫻
と
も
。
ま
た
陵
の
櫻
と
も
申
し

慣
は

し
て
候
が
。
一
夜
見
申
さ
ぬ
間
に
花
の
色
慶
じ
。
さ
な
が
ら
今
は
墨
染
と
な
り

て

候
。
お
僧
そ
れ
に
つ
き
。
い
か
さ
ま
ご
存
じ
寄
ら
れ
た
る
こ
と
は
御
座
な
く
候
か
。

ワ
キ
　
愚
僧
は
仁
明
天
皇
ゆ
か
り
の
者
に
て
候
が
。
陵
に
参
り
。
い
に
し
へ
を
偲
び

候

と
こ
ろ
に
。
こ
れ
な
る
櫻
は
。
奮
院
の
御
愛
木
に
て
候
間
。
深
草
の
。
野
邊
の
櫻

し
心
あ
ら
ば
。
こ
の
春
ば
か
り
墨
染
に
咲
け
と
。
一
首
連
ね
て
候
ひ
し
に
。
い
つ
く

と
も
知
ら
ず
女
性
一
人
來
ら
れ
。
愚
僧
が
弟
子
に
な
し
く
れ
よ
か
し
と
申
さ
れ
候
ほ

ど
に
。
つ
ひ
に
髪
を
も
剃
り
。
法
禮
と
な
ら
れ
て
候
が
。
最
前
の
詠
歌
に
つ
き
。
こ

の
春
ば

か

り
を
。
こ
の
春
よ
り
は
と
引
き
替
へ
て
給
は
り
候
へ
と
言
ひ
も
あ
へ
ず
。

花
曇
り
し
て
姿
を
見
失
う
て
候
よ
。

ア

イ
　
こ
れ
は
奇
特
な
る
こ
と
を
承
り
候
も
の
か
な
。
さ
て
さ
て
先
帝
の
御
ゆ
か
り

に

つ
き
。
詳
し
く
御
語
り
あ
れ
か
し
と
存
じ
候
。

ワ
キ
　
わ
れ
俗
に
て
候
ひ
し
時
。
上
野
の
峯
雄
と
名
を
名
乗
り
て
候
が
。
先
帝
の
御

別
れ
を
悲
し
み
。
わ
れ
ら
の
如
く
世
を
背
き
た
る
中
に
も
。
こ
s
に
良
琴
の
宗
貞
と

て
o
優
れ
た
る
人
の
わ
た
り
候
。
詳
し
く
語
つ
て
聞
か
せ
候
べ
し
。

　
〔
カ
タ
リ
〕

ワ
キ
　
さ
る
に
て
も
良
ぢ
の
少
將
宗
貞
は
。
人
王
五
十
代
。
桓
武
天
皇
の
御
孫
に
て

候

が
。
先
帝
第
一
の
臣
。
す
な
は
ち
藏
人
の
頭
に
て
時
め
か
せ
給
ふ
折
節
。
嘉
祥
三

年
三
月
末
の
一
日
o
仁
明
天
皇
に
は
か
に
空
し
く
な
ら
せ
給
ふ
。
そ
れ
よ
り
し
て
良

琴
の
少
將
殿
。
比
叡
山
に
御
身
を
隠
さ
れ
て
候
が
。
當
春
諒
闇
の
明
く
る
折
か
ら
。

さ
る
人
の
も
と
へ
と
て
。
　
一
首
の
歌
を
詠
ま
る
s
O
そ
の
御
詠
歌
に
。
み
な
人
は
。

花
の
衣
に
な
り
ぬ
な
り
。
苔
の
挟
よ
乾
き
だ
に
せ
よ
と
。
か
や
う
に
あ
り
し
か
ば
。

さ
て
は
出
家
遁
世
遂
げ
給
ひ
け
る
よ
と
。
初
め
て
世
に
知
ら
れ
て
候
は
。
今
の
僧
正

遍
昭
の
御
事
に
て
候
。

　
〔
問
答
〕



ア

イ
　
さ
て
は
お
僧
は
。
雲
の
上
人
に
て
わ
た
り
候
か
。
そ
れ
に
つ
き
そ
れ
が
し
存

じ
て
候
は
。
こ
の
櫻
木
の
精
。
先
帝
の
御
跡
を
慕
ひ
。
ま
た
峯
雄
の
聖
に
衣
鉢
を
受

け
た
く
思
ひ
。
假
に
人
間
の
姿
と
現
じ
。
御
参
り
あ
り
た
る
と
存
じ
候
間
。
お
僧
こ

の

と
こ
ろ
に
し
ば
し
お
留
ま
り
な
さ
れ
。
先
帝
の
御
菩
提
は
申
す
に
及
ぼ
ず
。
墨
染

櫻
の
精
魂
を
も
。
弔
ひ
と
む
ら
ひ
あ
れ
か
し
と
存
じ
候
。

ワ
キ
　
近
頃
不
思
議
な
る
こ
と
に
て
候
ほ
ど
に
。
御
渤
め
に
任
せ
。
こ
の
と
こ
ろ
に

て
佛
事
を
も
な
さ
う
ず
る
に
て
候
。

ア

イ
　
御
逗
留
の
間
は
。
御
用
の
こ
と
候
は
貸
承
り
候
べ
し
。

ワ
キ
　
頼
み
候
べ
し
。

ア
イ
　
心
得
申
し
て
候
。

8　
〔
口
〕

ワ
キ
　
さ
て
は
こ
の
花
の
精
顯
は
れ
て
o
わ
れ
に
言
葉
を
交
は
し
け
る
そ
や
。

や
草
木
心
な
し
。
花
物
言
は
ず
と
い
へ
ど
も
。

　
〔
詞
〕

ワ
キ
　
1
佛
成
道
観
見
法
界
。

9

げ
に

［
一聲
］

　
〔
口
〕

シ
テ
　
あ
ら
あ
り
が
た
の
御
経
や
な
。
あ
ら
あ
り
が
た
の
御
経
や
な
。
今
一
度
唱
へ

給
へ
。
聴
聞
申
さ
・
フ
o

　
〔
掛
ケ
合
イ
〕

ワ
キ
　
不
思
議
や
な
主
は
誰
と
も
知
ら
ね
ど
も
。
聲
す
る
方
に
向
か
ひ
つ
s
。
　
一
佛

成
道
観
見
法
界
。

シ
テ
　
さ
て
そ
の
後
句
は
。

ワ
キ
　
草
木
國
土
o

シ
テ
　
悉
皆
成
佛
。

　
〔
歌
〕

地
謡
　
頼
も
し
や
こ
の
文
は
。
中
陰
経
の
妙
文
。
尊
や
わ
れ
こ
そ
草
木
國
土
に
。
根

を
さ
し
そ
の
色
深
草
野
邊
の
墨
染
櫻
と
顯
は
れ
た
り
。

10　
〔
ク
リ
〕

地
謡
　
そ
れ
色
に
染
み
香
に
爾
る
s
類
。
ま
ち
ま
ち
な
り
と
い
へ
ど
も
。
花
と
い
へ

ば

こ

の

木
に
限
る
事
。
思
へ
ば
櫻
の
面
目
な
り
。

　
〔
サ
シ
〕

シ
テ
　
そ
れ
櫻
は
諸
木
に
勝
れ
て
水
を
生
ず
る
徳
あ
り
。

地
謡
　
こ
れ
に
よ
つ
て
火
災
の
恐
れ
を
な
す
事
な
し
。
さ
れ
ば
に
や
帝
都
を
花
洛
と

號

し
。
登
花
殿
月
華
門
左
近
の
櫻
に
至
る
ま
で
こ
の
花
の
徳
を
禁
中
に
移
し
。

シ
テ
　
主
上
こ
の
木
に
向
は
せ
給
ふ
に
よ
つ
て
o

地
謡
　
玉
簾
に
木
向
と
い
ふ
紋
を
顯
は
す
。

　
〔
ク
セ
〕

地
謡
　
か
ほ
ど
め
で
た
き
花
の
徳
。
誰
か
は
仰
が
ざ
る
べ
き
。
中
に
も
こ
の
櫻
は
。

奮
院
の
御
愛
木
。
花
の
新
に
開
く
る
日
は
。
初
陽
の
潤
ほ
ふ
事
を
。
悦
こ
ば
せ
お
は

し
ま
し
。
鳥
の
老
い
て
還
る
時
は
。
薄
暮
の
曇
れ
る
を
。
悲
し
み
給
ひ
し
に
。
無
常

の
嵐
吹
き
來
た
り
花
よ
り
先
に
散
り
給
ひ
ぬ
。
な
ん
ぞ
心
な
き
。
草
木
と
い
ふ
と
も
。

歎

き
の
色
に
出
で
ざ
ら
ん
。
こ
の
春
ば
か
り
墨
染
に
。
咲
け
と
の
詠
歌
恥
つ
か
し
さ

に
。
花
色
の
袖
を
褒
へ
墨
染
櫻
老
木
と
て
も
と
よ
り
浩
た
る
苔
衣
。

能
〈
墨
染
櫻
〉
完
曲
の
復
興
上
演
に
つ
い
て

村
上
　
湛

（
田
村
良
平
）
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年

シ
テ
皆
人
は
。
花
の
衣
に
な
り
ぬ
な
り
。

地
謡
　
苔
の
挟
よ
せ
め
て
な
ど
。
乾
か
ざ
ら
め
や
雨
と
降
り
嵐
に
誘
は
れ
。
日
藪
に

も
散
る
徒
櫻
。
浮
世
の
春
を
隠
れ
家
と
。
墨
染
衣
如
月
の
草
も
木
も
成
佛
の
契
り
ぞ

嬉
し
か
り
け
る
。

11　
〔
n
ン
ギ
〕

地
謡
　
げ
に

や

心

な
き
。
岩
木
と
見
る
に
か
く
ば
か
り
。
結
ば
ぬ
夢
の
世
の
春
を
。

驚

き
て
捨
人
の
。
姿
と
な
る
ぞ
不
思
議
な
る
。

シ
テ
　
た
c
こ
れ
と
て
も
御
詠
歌
の
。
言
の
葉
草
の
花
を
飾
る
。
あ
り
が
た
の
教
化

や
o

地
謡
　
げ
に
心
な
き
草
木
も
。
櫻
人
と
は
顯
は
れ
て
。

シ
テ
　
聲
立
て
s
花
の
風
桃
李
も
物
や
岩
躍
躍
。

地
謡
　
思
ひ
出
で
た
り
い
ざ
s
ら
ば
。
御
弟
子
と
な
り
し
悦
び
に
。
藤
の
衣
を
醗
し
o

法
樂
報
恩
の

舞
一
手
い
ざ
や
奏
で
ん
o

12　
〔
次
第
〕

地
謡
　
青
葉
を
花
の
夕
と
や
o
青
葉
を
花
の
夕
と
や
墨
染
櫻
な
る
ら
ん
。

［齪
拍
子
］

　
〔
齪
拍
子
謡
〕

シ
テ
　
深
草
の
。
野
邊
の
櫻
し
o
心
あ
ら
ば
。

地
一
謡
　
　
深
｝
早
の
や
。

［中
之
舞
］

　
〔
ワ
カ
〕
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シ
テ
　
深
草
の
。
野
邊
の
櫻
し
o
心
あ
ら
ば
。

地
謡
　
こ
の
春
よ
り
は
。
墨
染
に
咲
け
。
墨
染
に
咲
け
墨
染
に
。

13　
〔
ノ
リ
地
〕

シ
テ
花
の
挟
も
風
吹
か
ぬ
程
は
。

地
謡

花
の
挟
も
風
吹
か
ぬ
程
は
。
雨
に
も
誘
は
れ
。

シ
テ
　
露
に
も
し
ほ
れ
。

地
謡

頼
み
少
な
き
花
色
衣
の
。
墨
染
櫻
の
。

　
〔
歌
〕

地
謡
　
梢
に
残
り
て
o
根
に
還
る
花
と
。
な
り
に
け
り
根
に
還
る
花
と
そ
な
り
に
け

る
。


